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会 報

創刊号に寄せて

東北大学教膏学部問窓金

仙台支部長雷江奨久

ここに東北大学教育学部問窓会鉛台支部会報の

創刊号が関係者のご勢力により発行される運びと

なりましたことを、関窓会員の一人として大変う

れしく患います。

当伯台支部は昭和54年、当時、教響学部長を務

めておられた稼本哲人先生から、教育学部同窓会

の結成について的お声がけが毒り、それに応えて、

初代支部長を務められた藤井禦顧問を中心とする

街台市在設の教育学部開窓生有惑の皆さんが、ま

ずは地元組合市から支部組織の形態で結成しよう

ということで誕生するにいたりました。以来、今

日にいたるまで犠年11月に定期総舎を開催し、 18

年にわたる年輸を刻んできております。

こ諮問、教曹学部から教員養成部門が分離独立

した影響もあって、当支部組織も、わが菌の動ぎ

をそのまま反映Lて会員数の滅少化と構成会員の
高齢化傾向をたどってきましたが、そのようなな

かにあって、絶えず投員の皆様の大変な努力と会

員の智様の支援のもとに、会員相主主の親睦をはか

り、母校教育学部の発展と地元教曹界に容与する

という本来の罰的達成のためにそれなりの役醤を

果してきたものと億芯ています。

わが醸のこれからの発践を考えるとき、教育界

においてはいうまでもなく、各界におけるわが照

窓生の鴻羅と母校の発展がますます期待されてい

るところであります。こ6りような時期にあって、

金銭栢瓦のコミュニケーションをはかり、組織の

活性花のために必要条件である会報が発行される

ことはまさに時宜を持たものであり、今後の発展

創刊号

東北大学教育学部間窓会組合支部

が望まれあところであります。再来年にせまった

教育学部創立50鶏年を前記して、わが問窓会のま

すますの発震と充突に、本会報の発行が大きな投

塑lを果していくことを期待してやみません。

第 18 回
同窓会仙台支部総会わご案内

初秋o鉄、開窓生各位には益々ご清栄のことと
お慶び申し上げます。

この度下記により稿台支部総会を開催致します。

今年度は、東北大学木村力維教授をお招きし

ご講話を戴くことになりました。

ご多用の折恐縮ですが、会員お鵠い舎わせの上、

是非ご出滞下さいますようご案内申し上げます。

記

日時平成9年11月248(月)

午後3時より

2 金場パレスへいあん (265叫 5111) 

〈イ荷台市a;.瀬通り東芝E番7角)

3 内容 は〉イ山台支部総会 14:30受付開始

(2)講演会

演鱒 f留学生の受入と

東北大学建学の精神J

(3)懇親会 17 :00 '" (予定)

4 会費 6.000円当日受付にて申し受げます。

5 申込み 開封のはがきでお頼いします。

6 締窃日 t t月108(月)取消は11月15日遅



同窓会仙台支部結成のころ

東北大学名誉教授塚本曹人

支部設立命ころを患い出しています。あれは撃

か昭和羽生手ftの半ば、学部長を務めていたころか

と思います。その蔀の年、つまり昭和54年の6月

には、東北大学教育学部創設30周年の記愈の行事

が行われ、間窓~各位の協力を得て f卒業生名

簿Jも出来たのでした。学部創設以来、 i出帝大の

麓史と伝説者もつ大学に毒って、鰐かと苦渋の道

を歩みながらも、先輩謹賓のご努力によって、教

育学部が万事にわたって落ち着きを見せた持顕と

今に受けとめています。それだけに新興の気が溝

ちあふれでいたと替えましょう。また、間態会長

は学部長に裂き鳴すると会期に明記されていて、体

を整えた間窓会は活動することを必饗としていま

した。

さらに、道雲寺は莞窓生の各分野での活離が醤立

ち始めたと詑櫨してます。詔和28年、問29年の第

1盟、第2聞の卒業生の中には、他の鵠公私立大

学で都府殺を務める事例を耳にするようになりま

した。特に、昭和初年代まで卒業生の大半を占め

ていた宮城熟教員のうち、地元仙台市の小中学校

に鰐窓生が多く、その校長さんは都鎮の卒業生が

裁をしているのと気付きました。そして、この人

びとの力強い後ろ指が市教委の教曹長であること

を知りました。その教育長は、昭和32年に棒士通

穏を修了した藤井饗現仙台市長でした。

この事態で仙台支部は生れました。今となって

は、藤井教脊長に、また、関窓生の校長さん違に

持を話したかは覚えていません。ただし、組合支

部の第1部総会に揺かれたばかりか、 PJ，議数詔ご

案内を受けて出錯したこと、退官の析には講演の

機会を与えられたことなどが、壊かしく思い出さ

れます。

この3月までの仙台市教育要員会委設員長のころ

には、元熊な卒業生に接することもありました。

位台支部のミますますのご発展を新っています。

大学改革の中の教育学部

境教育学部長不破和彦

東北大学教脊学部開窓会イ出合支部が発足から数

えて18婚生存を違えましたことにゃからお喜び串し

上げます。

20世組後半にあたる1970・80年代以降の社会は

世界的な規模で急速な展開を遂げてきております。

この間に、社会を支えてきた既成の制度、価値、

秩序などの構築が急がれています。こうした社会

の変化命中で、大学法「古色蒼然Jとした体制を

f法統j という美名の下に維持してきた舎が実状

であったと替えます。今、大学は f社会は変われ

ど、大学は変わらずJの姿から瀬く抜け出す方向

へと動きだしています。

教育学部はお年後の1999年に創設邸周年を迎え

ることになります。この半世紀にわたって教育学

器も拡充、発獲を遂げてきましたが、現在誌1965

〈諮和40)年の宮域教膏大学の露首設に律う教員養

成謀程の分離に次ぐ、大きな学部教育・研究組織

の転換に蹴商しています。教脊学部の改革です。

この改革の擁本方針は、高度情報社余、生涯学習

社会、人間相互の尊重と平等を基本的な価値観に

据えた共事共生社会、成熟社会などと象敬される

自本社舎の近来策畿の実現に不可欠な専門的な教

育指導者・緩場者(J)養成と定めて、この逮或を密

るために必要なガワキュラムむ見葱し、履修方法

や指導体制の再検討などを骨子じ、教育学部・研

究組織の金体的な再編成に取り組んでいます。

社会の変化の中で人材養成をめぐる新たな社会

的な要望に、漉切かつ十分に対応できる殺事ぎ・研

究お経識と諮襲告を営に護保することは、教育学部

にとって畿も議室饗な任務で島ります。議案、鋭意

取り組んでいます学部改革を達成し、社舎の窓範

な分野・領域で活動できる卒業生(問窓生〉を養

成していく所存でおりますので、問織さ色各位のご

理解とど協力在お願い申し上げる次節であります。

また、関窓生各位の益々のご韓勝とご揺轄を心

から新;愈申し上げます。
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同窓会仙台支部結成の回想

重雲間三浦 修…(例年入学〉

忘れもしない昭和田年7丹末、私は当時のイ山台

市教育長藤井禦先生から撃結者戴いた。その内容

を饗約すると、東北大学教育学部長塚本哲人先生

(当時)が全霊に東北大学教膏学部問窓会の支部

を結成したいとのご要望が島るので仙台支部の結

成について考えてもらえなし1かとのことであった。

それから数巨後雛本先生がこ的ことについて護接

当時の私の勤務校にお見えになられた。私詰襟本

先生や欝井先生の支部結成のご熱意に深い惑銘を

受けるとともに、私も撤カで拡あるが先生方のご

期待にお車えしなければなもないと思った。

私は早速爵期生の岩灘、小野、志村、富壕、丸

谷の各氏に呼びかけて支部結成の準備にとりかか

った。なにせ支部結成のための予算もなく、また

在イ山間態生の名簿もなかったので名簿の校集記は

苦労した。さしずめ結合支部会員を怯台市内に居

住し、かっ勤務する問窓生とし、癒仙の公私立学

校や大学等に依頼して問窓生む名簿歌滋っていた

だき、また、教職以外の麓職者についても教育学

部で存成した名簿を参考にして日韓や担日を返上

して名簿の整理にあたった。

一方、競約や役員候補者の案を準備し、初代支

部長を藤井先生にお顕いして昭和55年11丹約150

名のご参加をいただき、仙台市民会館で第1自の

支部総合を挙行した。支部結成のお話をお受けし

てわずか3ヵ月、準鑓接員の諸氏はよくも頭叢っ

たと患う。 5当初私は会として些少の年会費の徴収

や余報なども考えたが、まず支部の組織を踏め、

必要に1<;乙て漸進的に改めたガがよいと患いなお

した。また、会の性轄をたんなる懇親会にとどめ

ることえどく、一つの研協の場とするため学部の先

生方にただ碍然の薄謝でご欝演をお願いし、これ

が大変妻子評を博している。

位台支部結成18年を迎え、投員接民のご努力と

会員のご協力で会報を発行するまでに充実発展し

ていること誌私にとって識に感慨無量である。

教育学部の現状と同窓会の課題

大学期集理事北村勝朗

東北地方において、ひいてはわが閣において教

立関する研究，教育の基幹的役割を担ってきた

東北大学教育学部は、これまで嫌々な分野への護

れた人斡提供という議棄を果たしてきた。また、

その綾密な謀礎的研究から実践的研究にまで至る

縮性的な研究の長続は継承され、今自に張ってさ

らなる発展を遂げている。これについては、今な

お f真欝・篤実Jと持される本学部の伝統的な学

患にうかがい知ることができょう。本学部同窓金

は年々確実に護れた会員を遊え、貴識な人材の蓄

積を果たしてきている。発追加周年を間近に、同

総舎のますますの充寮を希望するものである。

こうした独患な特飽をもっ本学部も、変動する

現代社会の中で新たな鑓性化を求められている。

社会のニーズが多様fとしたことによ号、本学部が

社舎に提供すべき人材の育成も、そうした今底的

課題へ応えるようなものが求められているのであ

る。「教習j という視点から人間を楢広く翠解し、

実織的に対応し縛る人材の宵成を毘指す本学部が

社会発展に果たす役割は、今畿ミますます麓饗なも

のとなってくると考えられる。こうした時代と社

会の要請に対応すべく、本学部では学部の改革に

関わる委員会を設け、盛期的な計璽のもと、拠点

大学としての護れた改革理念を打ち立ててきてい

る。また、カリキコラムも時代・社舎のニーズに

対1<;した形で弾力化をはかり、教習についての基

礎的能力を高めるような授業科昌を設け、また教

育に関する高度な専門蟻業人の養成・再議11諌の場

としての大学院の教育をより広い範醤に聾供する

ため、平成7年より大学院社会人入学制度を実漉

している。こうした一連の改革により本学部の一

騰の充実・発臓が果たされることを期持するとと

もに、間窓会民よる有形無形の支援を切に希望す

るものである。
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{白台支部役員名簿

(平或7..12""平成9.11) 

顧問藤井繋、 24=滞静一

25多間 滋、 26佐々木一洋

28永野属一

支部長 31雪江美久

副支部長 2き石森幸子、 31新捧 持

32菅野政夫

参 与 24場調詩次齢、 241蓄塚英雄

24志村元一、 26寺悶 晃

理 事 24/J、野春夫、 JII井替夫

丸谷慶二部

25高橋公正、薄地譲雄

静回 一、中村 e 真雄

26薄地篤子、三橋苑-

27同時 忠、横山卓夫

28小関帯生、古樺良-

29青木舞鍛、義 博

30小野正義、小畑博之

31八巻康雄、今野 鍵

菅原教雄

32往々木議三男、久保田 哲

33高構正義、菅原翼喜子

34重要路安太部、一条 範久

35泉 委託、伊藤樟郎

361巨木 競、阿部琢也

浅野信康

37構図泰丸、千議雅務

総佐藤 誠、熊谷 洋

39群出慶子、鹿野 毅

致 事 25住藤寿郎、官接英一

大学農薬理事 北村務部

毒事務艶 35伊欝 昭、 37関口 騒

39大護措一

理事会計 31木下勢子、担伊藤静男

34大鹿数江

事務局だよリ

会員の皆様には、百頃怖かとご協力をいただき

感謝申し上げます。

今年度辻、余震自の検討、会員名簿の整理、余報

の発行、難裁の鑓全化全国るため、次の委員会を

構成しそれぞれ活動を麗闘しております。

会期検討委員会

委員長 31祈害事 始、郵委員長 31今野 鶴

25静詔 一、 28古漂良一、 34一条紀久、

36岡部隊由、 37菊間響丸

名薄作成委員会

委員長 30/J、野正義、副委員長 31菅原教雄

25高機公正、総青木覚敏、 33高機正義、

35泉 襲、 38熊谷洋

会報発持委員会

委員長 25菊池 憲雄、麗委員長 32佐々 本亀三三男

26番号地篤子、 27横UJ 車部、 32久接関 朝、

39鹿野 毅、 34菱瀦安太郎

会計餐員会

委員長 29::5森幸子、国J委員長 34大庭数江

31八巻藤雄、 31木下勢子、 36正木 競、

37千襲雅修、 39群山 E恵子

。会報部事j号をお届けいたします。ご多用の中、

ど執鏑いただきました先生方に心から感欝申し上

げます。ありがとうございました。

。第2号は来年9月発行の予定です。皆織からの

ご帯構をお待ちしております。

。総会のご案内令いたしましたが、多くの会員の

方々とお会いできますことを楽しみにしておちま

す。会の連営についてのお問い合わせは事務島へ。

事務局イ荷台市立燕沢小学校 欝口 議
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〒983 鵠台市宮域野区燕訳策3 8-1 

TEL. FAX 022-251-3595 


